
凡例 科⽬区分
コア科⽬

アドバンス
科⽬

課題プロ
ジェクト演
習科⽬

演習科⽬ 特別研究科⽬

再掲は薄⾊
で表⽰ コア科⽬

アドバンス
科⽬

課題プロ
ジェクト演
習科⽬

演習科⽬ 特別研究科⽬

学修⽬標

区分 修⼠課程 博⼠課程 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬

D-2.複眼的な視点を有し、
多様な問題解決法を提案す
ることができる。

D-2. 複眼的な視点を有
し、多様かつ斬新な問題解
決法を提案することができ
る。

動物・海洋⽣物
科学特別研究第
⼆（２単位）

D-1.学際的知識を社会に還
元する意欲を有する。

D-1. 先進的・学際的な知
識を社会に還元する能⼒を
有する。

⽣物資源環境
科学特論（1単
位）

動物・海洋⽣物
科学特別研究第
⼀（２単位）

動物・海洋⽣物
科学特別研究第
⼆（２単位）

⽔族⽣理学特論
（１単位）

⽣体制御シス
テム学特論
（１単位）

動物形態形成
学特論（１単
位）

国際交流演習Ⅰ（1単位）

動物⽣殖⽣理
学特論（１単
位）

国際交流演習Ⅱ（1単位）

筋⾁・⾷⾁科
学特論（１単
位）

国際交流演習Ⅲ（1単位）

フィールド畜
産特論（１単
位）

国際交流演習Ⅳ（1単位）

⽔産資源増殖
学特論（１単
位）

動物・海洋⽣物科学特別講究（５単位）                        

⽔圏⽣物資源
環境学特論
（１単位）

トランスジェ
ニック⽣物学特
論（１単位）

農業⽣物学特
論（１単位）

植物⽣産科学特
論（１単位）

総合的病害⾍
管理学（１単
位）

動物・海洋⽣物科学特別実験（２単位）

⽔族⽣理学特論
（１単位）

⽣体制御シス
テム学特論
（１単位）

プロジェクト演習（２単位）

動物形態形成
学特論（１単
位）

国際交流演習Ⅰ（1単位）

動物⽣殖⽣理
学特論（１単
位

国際交流演習Ⅱ（1単位）

筋⾁・⾷⾁科
学特論（１単
位

国際交流演習Ⅲ（1単位）

フィールド畜
産特論（１単
位）

国際交流演習Ⅳ（1単位）

⽔産資源増殖
学特論（１単
位）

⽔圏⽣物資源
環境学特論
（１単位）

動物・海洋⽣物科学プロジェク
ト演習（２単位）

プロジェクト演習（２単位）

動物・海洋⽣物科学演習第⼆（２
単位）

動物・海洋⽣物科学特別演習（５単位）

動物・海洋⽣物科学特別実験（２単位）

動物・海洋⽣物科学演習第⼆（２
単位）

動物・海洋⽣物科学特論第⼆（１単位・隔年）

動物・海洋⽣物科学特論第⼆（１単位・隔年）

動物・海洋⽣物科学特論第三（１単位・隔年）

栽培漁業学特論（1単位）

動物・海洋⽣物科学特論第三（１単位・隔年）

動物・海洋⽣物科学特論第四（１単位・隔年）

動物・海洋⽣物科学特別演習（５単位）

動物・海洋⽣物科学特別講究（５単位）                        

動物・海洋⽣物科学特別研究第⼆
（４単位）

動物・海洋⽣物科学特別研究第
⼀（４単位）

動物・海洋⽣物科学特別研究第⼆
（４単位）

⽔産海洋学特論（1単位）

海洋観測乗船実習（2単位）

栽培漁業学特論（1単位）

⽔産海洋学特論（1単位）

海洋観測乗船実習（2単位）

動物・海洋⽣物科学プロジェク
ト演習（２単位）

動物・海洋⽣物科学演習第⼀
（２単位）

動物・海洋⽣物科学特論第四（１単位・隔年）

動物・海洋⽣物科学教育コース

修⼠１年 修⼠２年 博⼠１年 博⼠２年 博⼠３年学修⽬標

B-1. ⽣物学に関する基礎
的知識を理解し、説明でき
る。
B-2.化学に関する基礎的知
識を理解し、説明できる。
B-3.物理学に関する基礎的
知識を理解し、説明でき
る。

B. ⽣物学、化学、物理学
に関する基礎的・専⾨的知
識について、新分野の開拓
に応⽤できる程度に理解
し、説明することができ

る。

B 知識・理解

D. 実践（実
践的場⾯での
知識・理解の

活⽤）

C-2 統合・創
造能⼒

（新しい知⾒
の創出

）

C-1 専⾨的能
⼒

（知識・理解
の活⽤（適

⽤・分析））

C-1. ⽣物反応、化学反
応、数式について業務に必
要なレベルで理解し、新規
の開発に利⽤したり、実験
や計算の結果を評価して第
三者評価に耐える形で解説
できる。

C-1. ⽣物反応、化学反
応、数式について⾼度なレ
ベルで理解し、新分野の開
拓に利⽤したり、実験や計
算の結果を適切に評価して
第三者に評価される形で解
説できる。

C-2.現代科学、特に動物・
海洋⽣物科学の様々な現象
についての深い理解に基づ
いて問題点を⾒出し、⽣物
学、化学、物理学の知識を
統合して導かれた学際的知
識を、科学の⽅法と論理的
思考⽅法を駆使して、研
究・開発に利⽤したり、実
問題の解決策を提案するこ
とができる。

C-2.現代科学、特に動物・
海洋⽣物科学の様々な現象
についての深い理解に基づ
いて問題点を⾒出し、⽣物
学、化学、物理学の知識を
統合して導かれた学際的知
識を、科学の⽅法と論理的
思考⽅法を駆使して、研
究・開発、実問題の発⾒・
解決、及び新分野の開拓に
利⽤できる。

農学部等学生課
テキストボックス
令和６~７年度入学者



動物・海洋⽣物
科学特別研究第
⼀（２単位）

動物・海洋⽣物
科学特別研究第
⼆（２単位）

動物・海洋⽣物科学特別演習（５単位）

動物・海洋⽣物科学特別講究（５単位）                        

ティーチング演習（２単位）

演⽰技法Ⅰ（１単位）

国際演⽰技法（2単位） 演⽰技法Ⅱ（１単位）

国際演⽰技法（２単位）

インターンシップ（２単位）

動物・⽔産先
端科学論（１
単位）

動物・⽔圏資源
保全学（１単
位）

⽣殖⽣物学特論
（１単位）

動物・海洋⽣物
科学特別研究第
⼆（２単位）

動物・海洋⽣物
科学特別研究第
⼆（４単位）

ティーチング演習（２単位）

動物・⽔圏資源
保全学（１単
位）

動物・⽔産先
端科学論（１
単位）

演⽰技法Ⅰ（１単位）

⽣殖⽣物学特論
（１単位）

演⽰技法Ⅱ（１単位）

国際演⽰技法（２単位）

インターンシップ（２単位）

区分 修⼠課程 博⼠課程 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬

動物・海洋⽣物科学特別研究第
⼀（４単位）

動物・海洋⽣物科学特別研究第⼆
（４単位）

新産業創出（２単位）

動物・海洋⽣物科学ティーチング演習（２単位）

インターンシップ（1単位）

演⽰技法I（1単位）

A-2. ⾃分の考えを相⼿に
正しく伝えるための情報処
理能⼒、コミュニケーショ
ン能⼒を涵養し、周囲と協
調し、共同して問題解決に
あたることができる。

A-2. ⾃分の考えを相⼿に
正しく伝えるための情報処
理能⼒、コミュニケーショ
ン能⼒、教育⼒、指導⼒を
涵養し、リーダーとして問
題解決にあたることができ
る。

国際演⽰技法（2単位）

国際交流演習I（1単位）

アセスメント・プラン

学修⽬標

課程の時期区分

修⼠論⽂発表の際にアセスメント・プランに基づき実施

修⼠１年 修⼠２年

A 主体的学
び・協学

A-1.⾃然科学、特に農業⽣
物関連科学における⾮専⾨
領域を含む幅広い学問分野
に関⼼を持って、⾃ら進ん
で問題に取り組むことがで
きる。

A-1.⾃然科学、特に農業⽣
物関連科学における⾮専⾨
領域を含む幅広い学問分野
に関⼼を持って、⾃ら進ん
で問題に取り組み、解決
し、新分野の開拓に貢献す
ることができる。

演⽰技法II（1単位）

国際交流演習I（1単位）

国際交流演習II（1単位）

国際交流演習III（1単位）

国際交流演習IV（1単位）

動物・海洋⽣物科学特論第⼀（1単位・隔年）

演⽰技法II（1単位）

動物・海洋⽣物科学特論（Ｅ科⽬）（1単位・隔年）

動物・海洋⽣物科学ティーチング演習（２単位）

演⽰技法I（1単位）

国際交流演習II（1単位）

国際交流演習III（1単位）

国際交流演習IV（1単位）

博⼠論⽂発表の際にアセスメント・プランに基づき実施

博⼠２年 博⼠３年博⼠１年

インターンシップ（1単位）




